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○ 消 防 は 、全 島 を ネ ッ ト し た 常 備 1 本 部 1 署 2 支 署 2 分 遣 所 3 出 張

所 体 制 を 敷 き 、非 常 備 は 、各 地 区 で 56 分 団 、 1,521 名 の 団 員 が 、

そ の 活 動 に あ た っ て い る 。 (平 成 27 年 4 月 1 日 現 在 ）  

〇 平 成 26 年 火 災 発 生 1 件 、 26 年 救 急 搬 送 1,438 人 。  

〇 警 察 は 、 対 馬 南 •北 警 察 署 104 名 （ 南 署 64 名 、 北 署 40 名 ） が 従

事 し て い る 。  

〇 平 成 26 年 交 通 事 故 発 生    45 件  

〇 平 成 26 年 刑 事 事 件 認 知   125 件  

〇 平 成 26 年 海 難 事 故 発 生     4 件  

 

第 １ 節  消 防  

 

1. 消 防 の 概 況  

対 馬 の 消 防 体 制 は 、従 来 各 町 の 非 常 備 の 消 防 団 が そ の 活 動 に あ た っ て

い た が 、昭 和 49 年 4 月 に 対 馬 全 島 を ネ ッ ト し た 広 域 消 防 体 制 が 確 立 し 、

広 域 行 政 機 構 で あ る 対 馬 総 町 村 組 合 で 運 営 を し て い た 。  

そ の 後 、 平 成 16 年 3 月 1 日 に 構 成 6 町 の 合 併 に よ り 、 対 馬 市 消 防 本

部 と な っ て い る 。そ の 組 織 の 概 要 は 、 1 本 部 1 署 2 支 署 2 分 遣 所 3 出 張

所 体 制 で 、 職 員 数 94 名 で 運 営 し て い る 。 管 轄 区 域 が 広 大 で 集 落 が 散 在

し て お り 、し か も 険 し い 山 々 に 覆 わ れ 道 路 事 情 が 悪 い た め 、そ の 消 火 活

動 に は 限 界 が あ り 、距 離 的 に 隔 た り の あ る 地 区 で は 予 防 活 動 が 主 に な っ

て い る 。  

一 方 、非 常 備 の 消 防 団 は 各 地 区 に 分 団 が あ り 、消 防 力 も 漸 次 整 備 さ れ

て い る 。対 馬 の 消 防 は ，依 然 と し て 非 常 備 の 消 防 団 に 依 存 し て い る の が

実 情 で あ る 。  

な お 、近 年 に お け る 各 種 災 害 の 増 加 、建 築 物 の 高 層 化 等 諸 般 の 情 勢 の

変 化 に 伴 い 、 消 防 需 要 に 対 処 で き る 装 備 の 近 代 化 が 必 要 と な っ て い る 。 
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第 1 5‐ 1 表  対 馬 市 消 防 の 現 況  

（平．27．4．1）   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消防年報調 

 

第 1 5‐ 2 表  消 防 本 部 ・ 消 防 署 （ 常 備 消 防 ） の 状 況  

                           （平 27．4．1） 
 

 

消防年報調 

      

第 1 5‐ 3 表  対 馬 市 消 防 団 の 現 況  

（平 27．11 現在） 

地  域  別  

団 員 数  

分 団 数  

車    両  

定 員  

（ 人 ）  

実 員  

（ 人 ）  

ポ ン プ 自 動 車

（ 台 ）  

小 型 動 力 ポ ン プ

付 （ 台 ）  

対 馬 市 消 防 団 本 部  9  8     

厳 原 地 区  4 4 2  3 4 7  1 1  9  1 4  

美 津 島 地 区  3 6 8  3 1 9  1 0  2  2 7  

豊 玉 地 区  3 1 0  2 7 6  1 0  1  2 8  

峰 地 区  2 0 4  1 4 0  4  3  1 3  

上 県 地 区  2 7 9  1 8 1  9  4  1 4  

上 対 馬 地 区  2 8 9  2 5 0  1 2  2  1 5  

計  1 , 9 0 0  1 , 5 2 1  5 6  2 1  1 1 1  

くらしの情報調  

 

本 部 ・ 署 所  所  在  地  電    話  
職 員 数

（ 人 ）  

消 防 本 部  対 馬 市 厳 原 町 桟 原 5 2 番 地 第 2  0 9 2 0 - 5 2 - 0 1 1 9  1 2  

消 防 署  対 馬 市 厳 原 町 桟 原 5 2 番 地 第 2  0 9 2 0 - 5 2 - 0 1 1 9  2 4  

豆 酘 分 遣 所  対 馬 市 厳 原 町 豆 酘 2 6 9 7 番 地  0 9 2 0 - 5 7 - 0 1 1 9  6  

空 港 出 遣 所  対 馬 市 美 津 島 町 鶏 知 乙 2 8 3 番 地  0 9 2 0 - 5 4 - 3 2 4 4  6  

美 津 島 出 張 所 対 馬 市 美 津 島 町 鶏 知 甲 5 5 0 番 地 第 2  0 9 2 0 - 5 4 - 3 1 1 9  8  

中 部 支 署  対 馬 市 豊 玉 町 仁 位 9 3 5 番 地 1  0 9 2 0 - 5 8 - 2 1 1 9  1 1  

峰 出 張 所  対 馬 市 峰 町 佐 賀 5 6 0 番 地  0 9 2 0 - 8 2 - 0 1 1 9  8  

北 部 支 署  対 馬 市 上 県 町 佐 須 奈 甲 6 3 9 番 地 5  0 9 2 0 - 8 4 - 2 1 1 9  1 1  

上 対 馬 出 張 所 対 馬 市 上 対 馬 町 比 田 勝 5 5 6 番 地 2  0 9 2 0 - 8 6 - 3 9 5 9  8  

計    9 4  

車       両  

ポ ン プ 車（ 台 ） 救 急 車 （ 台 ）  タ ン ク 車 （ 台 ） 化 学 車 （ 台 ）  救 助 工 作 車 （ 台 ） 

8  8  1  3  2  
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2. 救 急 業 務 の 概 況  

救 急 業 務 に つ い て は 、広 域 消 防 の 発 足 と 同 時 に 業 務 を 開 始 し 、現 在 救

急 車 8 台 で 運 営 し て い る 。  

救 急 出 動 件 数 は 年 を 追 っ て 増 加 し て お り 、そ の 受 入 体 制 の 充 実 が 課 題

と な っ て い た が 、昭 和 55 年 7 月 1 日 か ら 中 対 馬 病 院（ 旧 国 立 対 馬 病 院 )、

対 馬 い づ は ら 病 院 、 上 対 馬 病 院 、 以 上 3 病 院 （ 平 成 27 年 5 月 か ら は 、

中 対 馬 病 院 、対 馬 い づ は ら 病 院 の 2 院 を 統 合 し 長 崎 県 対 馬 病 院 と し て 開

院 し て い る 。）の 輪 番 制 に よ る 第 二 次 救 急 医 療 体 制 が 確 立 さ れ 、休 日 夜

間 等 の 受 入 体 制 も 整 備 さ れ て い る 。し か し な が ら 、対 馬 の 地 理 的 条 件 (特

に 道 路 事 情 ）に よ り 、搬 送 距 離 が 非 常 に 長 い 等 の 課 題 が な お 残 さ れ て い

る 。  

長 崎 県 で は 、救 急 用 医 療 機 器 を 装 備 し 、救 急 医 療 の 専 門 医 と 看 護 師 が

搭 乗 し て 救 急 医 療 現 場 な ど に 緊 急 出 動 す る ド ク タ ー ヘ リ を 、九 州 で は 福

岡 県 に 次 い で 2 番 目 、 全 国 で は 10 番 目 に 、 国 立 長 崎 医 療 セ ン タ ー （ 大

村 市 ） を 基 地 病 院 と し て 平 成 18 年 1 月 か ら 運 航 を 開 始 し た 。  

 

第 1 5‐ 4 表  各 町 別 •事 故 種 別 救 急 出 場 状 況  

（平成 26 年中、単位：件） 

(事 故 別 )  出動件数 火 災  自 然  水 難  交 通  労 災  運 動  一 般  加 害  自 損  急 病  そ の他 

本 署  4 8 7    1  1 6  2   6 2  2  3  3 1 4  8 7  

豆 酘 分 遣 所  6 8  1    2    1 8    4 7   

美 津 島 出 張 所  2 4 3     1 3    4 8   1  1 4 7  3 4  

中 部 支 署  2 2 3     1 0  2   2 5   1  1 6 8  1 7  

峰 出 張 所  2 6 2     1 1  3  3  2 7    2 1 4  4  

北 部 支 署  8 6    1  7  1  1  1 6    5 6  4  

上 対 馬 出 張 所  1 5 3    1  6  1   8  1   6 4  7 2  

計 1 , 5 2 2  1   3  6 5  9  4  2 0 4  3  5  1 , 0 1 0  2 1 8  

 

消防年報調 
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第 1 5‐ 5 表  搬 送 先 状 況    第 1 5‐ 6 表  長 崎 県 ド ク タ ー ヘ リ 運 航 実 績  

（平成 26 年中）                       （平 26．4．1～平 27.3.31） 

消防年報調                                     医療政策課調  

 

※内訳：ドクターヘリ 64 人の内、長崎県ドクターヘリ 10 人    

 

 

                                    

第 2 節  警 察  

 

1． 変 遷  

明 治 9 年 1 月 に 、警 察 制 度 の 実 施 に よ り 、対 馬 全 域 を 管 轄 す る「 第 7

区 警 察 出 張 所 」 （ 明 治 11 年 3 月 に 「 厳 原 警 察 署 」 に 改 称 ） が 厳 原 に 開

設 さ れ た 。そ の 後 明 治 16 年 6 月 に 、上 県 郡 を 管 轄 す る「 鹿 見 分 署 」（ 後

に 佐 須 奈 に 移 転 ，大 正  15 年 7 月 に 佐 須 奈 警 察 署 と し て 独 立 。）が 創 設

さ れ 、 現 在 の 対 馬 島 2 警 察 署 の 原 型 と な っ た 。 そ の 後 、 昭 和 30 年 4 月

に 「 佐 須 奈 警 察 署 」 が 「 上 県 警 察 署 」 に 改 称 し 、 平 成 16 年 3 月 、 対 馬

市 の 発 足 に 伴 い 「 対 馬 南 警 察 署 」 、 「 対 馬 北 警 察 署 」 に 改 称 し て い る 。 

 

2． 交 通 事 故 発 生 状 況  

対 馬 に お け る 交 通 安 全 対 策 は 、警 察 、自 治 体 、各 種 団 体 が 連 携 し 、総

合 的 な 交 通 安 全 対 策 を 推 進 し て お り 、 特 に 、 飲 酒 運 転 の 根 絶 に 向 け て 、

取 締 り と 各 種 防 止 対 策 に 力 を 入 れ て い る 。対 馬 の 道 路 は 、幅 員 が 狭 い 上

に 、カ ー ブ 箇 所 も 多 く 、交 通 事 故 が 発 生 し や す い 状 況 に あ る が 、こ こ 数

年 減 少 傾 向 に あ る 。  

交 通 事 故 発 生 件 数 及 び 状 況 は 、 次 の と お り で あ る 。  

搬  送  先  人 員（ 人 ） 

   

 

離

着

陸

場

 
 

 

確

保

数

 

要

請

数 

出

動

回

数

 

現

 

場

 

病

院

間

 

キ ャ ン セ ル 
現

場

割

合

率

 

ド

ク

タ

ー

 

ヘ

リ

基

地

 

病

院

搬

送

率

 
 

対 馬 い づ は ら 病 阮 7 2 9  

中  対  馬  病 院 4 2 6  出

動

前

 
出

動

後

 

上  対  馬  病 院 1 9 5  

そ の 他 医 療 機 関  1  

ドクターヘリ（長医セ・和白病院） 6 4※  
対 馬 市  4 6  1 6  1 6  1  1 2  0  3  7 . 6 %  3 8 . 1 %  

ヘ リ コ プ タ ー 2 3  

そ の 他 の 場 所 0   

県 合 計  5 6 3  9 9 8  8 1 9  4 8 4  2 2 8  1 7 9  1 0 7  6 7 . 9 %  4 4 . 1 %  
計  1 , 2 8 5  
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第 15‐ 7 表  交 通 事 故 発 生 件 数 及 び 状 況  

                          （単位：件・人）  

 
件    数  死    者  負  傷  者  

平成 24 年 平成 25 年 平成 26 年 平成 24 年 平成 25 年 平成 26 年 平成 24 年 平成 25 年 平成 26 年 

厳  原  町    2 0    1 7    1 8     0     0     0    2 5    2 2    2 4  

美 津 島 町    1 7    2 2    1 7     0     1     2    2 5    3 1    2 5  

豊  玉  町     4     2     3     0     0     0     7     3     3  

峰     町     1     1     5     0     0     1     1     1     6  

上  県  町     2     0     1     1     0     0     1     0     1  

上 対 馬 町     4     5     1     0     0     0     4     7     1  

計   4 8    4 7    4 5     1     1     3    6 3    6 4    6 0  

対馬南•北警察署調  

 

3． 刑 事 事 件 発 生 状 況  

対 馬 に お け る 刑 法 犯 の 認 知 件 数 は 、 平 成 26 年 で は 125 件 で あ り 、 そ

の 内 訳 は 、凶 悪 犯 0 件 、窃 盗 78 件 、知 能 14 件 、粗 暴 15 件 、そ の 他 18

件 で あ る 。  

 

第 3 節  海 上 保 安 部  

 

昭 和 23 年 5 月 に 海 上 保 安 庁 が 発 足 し 、 同 年 同 月 に 厳 原 海 上 保 安 部 が

設 置 さ れ た 。 昭 和 26 年 9 月 に は 上 対 馬 町 泉 に 同 保 安 部 泉 基 地 が 設 置 さ

れ 、 そ の 後 昭 和 40 年 4 月 に 比 田 勝 海 上 保 安 署 と な っ た 。  

対 馬 市 の 発 足 に 伴 い 、 厳 原 海 上 保 安 部 は 、 平 成 16 年 4 月 対 馬 海 上 保

安 部 に 名 称 を 変 更 し て い る 。  

保 安 部 に 180 ト ン 型 巡 視 船 を 1 隻 、 30ｍ 型 巡 視 艇 を 3 隻 、 保 安 署 に

30ｍ 型 巡 視 艇 を 2 隻 、保 安 部・保 安 署 に 小 型 高 速 取 締 艇 を 各 1 隻 配 備 し 、

海 上 犯 罪 の 取 締 り や 海 難 救 助 等 に 当 た っ て い る 。  

 

第 15‐ 7 表  外 国 漁 船 の 取 締 り 状 況  第 15‐ 8 表  海 上 犯 罪 取 締 り 状 況  

（単位：隻）                                   （単位：件）  

年  度  検  挙  計   年  度  検  挙  警  告  計  

平 成 2 4 年  3  3  平 成 2 4 年  6 2  2 3  8 5  

平 成 2 5 年  2  2           平 成 2 5 年  6 7  6 5  1 3 2  

平 成 2 6 年  2  2  平 成 2 6 年  1 2 0  4 1  1 6 1  
対馬海上保安部調                                対馬海上保安部調  
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第 15‐ 9 表  海 難 発 生 状 況  

（単位：隻）  

 

種

別

 

   
 

 

 
 

 
 

年

 
 

衝

 
 

突

 

乗

 

揚

 

げ

 

機

関

故

障

 

火

 
 

災

 

浸

 
 

水

 

転

 
 

覆

 

蛇

 

故

 

障

 

推

進

器

故

障 

そ

 

の

 

他

 

合

 
 

計

 

日

 

本

 

船

 

 

 

外

 

国

 
船

 

 

漁

 
 

船

 

中

国

漁

船 
韓

国

漁

船 

平 成 2 4 年  

1 3  

 

4  

4  

 

0  

1  

 

0  

4  

 

1  

0  

 

0  

1  

 

0  

0  

 

0  

2  

 

0  

2  

 

0  

2 7  

 

5  

2 2  

 

 

1 8  

 

 

5  

 

 

0  

 

 

1  

 

 

平 成 2 5 年  

5  

 

0  

0  

 

0  

3  

 

1  

2  

 

0  

0  

 

0  

0  

 

0  

0  

 

0  

4  

 

1  

2  

 

1  

1 6  

 

3  

1 3  

 

 

8  

 

 

3  

 

 

0  

 

 

1  

 

 

平 成 2 6 年  

1 6  

 

3  

4  

 

1  

3  

 

1  

0  

 

0  

1  

 

0  

1  

 

0  

0  

 

0  

1  

 

0  

2  

 

0  

2 8  

 

5  

2 3  

 

 

1 9  

 

 

5  

 

 

0  

 

 

0  

 

 
                      （注）下段は外国船を再掲、漁船の隻数は再掲  


